
練習問題 5

問題 1.

2点A(a), B(b)を t : (1− t)に内分する点Pの位置ベクト
ル pは、

−→
AP = p− a = t(b− a)

より、p = (1− t)a+ tbで与えられることがわかる。また、

p = (xp, yp), a = (xa, ya), b = (xb, yb)

とすると、xp = (1− t)xa + txb, yp = (1− t)ya + tyb
と書ける。
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以上のことを用いて、以下の問に答えよ。

3つの制御点を、P⃗0 = (0, 0), P⃗1 = (1, 1), P⃗2 = (2, 0) とする 2次ベジエ曲線
について考えよう。

1. 2点 P⃗0と P⃗1を t : (1− t)に内分する点を P⃗a = (xa(t), ya(t))とする。xa(t), ya(t)

を tの関数として求めよ。
P⃗a = (1− t)P⃗0 + tP⃗1より、(xa(t), ya(t)) = (t, t)。すなわち、xa(t) = t, ya(t) = t

2. 2点 P⃗1と P⃗2を t : (1− t)に内分する点を P⃗b = (xb(t), yb(t))とする。xb(t), yb(t)

を tの関数として求めよ。
P⃗b = (1− t)P⃗1 + tP⃗2 より、(xb(t), yb(t)) = (1 + t, 1− t)。すなわち、
xb(t) = 1 + t, yb(t) = 1− t

3. 2点 P⃗aと P⃗bを t : (1− t)に内分する点を P⃗ (t) = (x(t), y(t))とする。x(t), y(t)

を tの関数として求めよ。
P⃗ (t) = (1− t)P⃗a + tP⃗b より、(x(t), y(t)) = (2t, 2t(1− t))。すなわち、
x(t) = 2t, ya(t) = 2t(1− t)

4. 曲線 P⃗ (t) = (x(t), y(t))を陽関数形式、すなわち、y = f(x)の形で表せ。

t =
x

2
を y = 2t(1− t) に代入して、y =

1

2
x(2− x)を得る。
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